
 

 

                                          

 

 

平成２２年６月１８日、豊橋市の中学生が野外活動中にカッターボートが転覆し、一人の生徒の尊い命が失わ

れてしまいました。このような痛ましい事故が二度と起こらないように、市内の小中学校では、子どもたちの大切な

「いのち」を守るためのさまざまな取り組みを行っています。本校でも、６月１８日の前の週に、朝会の校長講話、防

犯教室、「いのち」に関する道徳の授業参観、いのちの講演会を実施し、「いのち」の大切さについて考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しおかぜ 
令和３年度 

豊橋市立大崎小学校 

学校だより 

令和４年６月２７日 

第 ３ 号 

「豊橋・学校いのちの日」の取り組み 

 鈴木 愛先生の 
   プロフィール 
 
・豊橋市生まれ 
・2003 年～デザイン 
 書道作家として活動 
・作品を通じて一人で 
 も多くのかたの笑顔に出会うことを願
い創作活動を続けておられる 

・ニューヨークやミラノ、表参道ヒルズ
など国内外で個展を開催 

・秋篠宮殿下・妃殿下の御前でライブパ
フォーマンスを披露 

・日本デザイン書道大賞を受賞 
・現在までの採用されたロゴ・アート作
品は 2,300 点以上 

 
＜愛先生が手掛けられた主なロゴ＞ 

・豊橋カレーうどん 
・豊橋市民愛市憲章 
・大崎しおかぜ太鼓 
・女神のほほえみ 
・どら焼き「寅蔵」 

 6 月 17 日の 3 時間目に、４年生～６年生と保護者を対象

に「いのちの講演会」を行いました。今年度は、豊橋市在住のデ

ザイン書道作家の鈴木 愛先生をお招きしました。愛先生は、ア

ート作品の制作だけでなく、企業ロゴ等の制作、ライブパフォー

マンス、講演会など、多方面で活躍されているかたです。講演会

では、デザイン書道作家として活躍するまでの悩みや挫折、それ

らを努力によって克服し、現在の道を切り開いてきたことについ

て話してくださいました。書道作家として仕事をもらえるようにな

ってからも、ライブパフォーマンス中に大失敗をしてしまったことも

あったとのことでした。そうした経験から、「人生、辛いことはいろ

いろあるが、無駄なことは何もない」「辛いことにも希望の光が

ある」など、大切なメッセージをたくさん伝えてくださいました。子

どもたちは、努力して自分の夢を叶えた愛さんのメッセージから、

自分の将来へ希望を抱くことができたと思います。 

  最後に、子どもたちの目 

の前で「輝」という文字を、 

魂をこめて書いてください 

ました。この書は、表装を行 

った後、職員室前の廊下に 

展示する予定です。 

 

６／１７（金）いのちの講演会 

「『好き』を仕事にする～遠回りしてたどりついた私の道～」 

               デザイン書道作家 鈴木 愛 氏 

６／１６ 不審者対応の防犯教室 
 ６月１６日に、豊橋市の安全生活課のかたをお招きして防犯

教室を行いました。自分の身は自分で守るためにどうしたらよ

いかを、合言葉「つみきおに」で確認しました。そのあと、不

審者につかまりそうになった時の 

行動を代表の子が実際に行ってみ 

て、アドバイスをいただきました。 

ご家庭でも、不審者の対応につ 

いて話題にしてみてください。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６/７ 晴天のもと、 

田植え体験をしました 

 今年は、すっきりと晴れ渡った空のもとで、田植え体験を

実施することができました。最初は、ぬかるみに入る感触に

戸惑っている子もいましたが、田植えが始まると、一列に並

んで、みんな一生懸命に苗を植え付けていました。６年生は、

２回目ということもあって、しっかりと植え付けることがで

きました。 

 大崎小学校の米づくりは、今年で４２年目になります。田

植え前の代かき、稲の生育中には水の管理、肥料や消毒など、

農業ボランティアさんや PTA 役員の皆様にご支援いただい

ているお陰で、今も続いています。田植えには、さらに PTA

委員さん、老人クラブの皆様にもご協力いただき、貴重な体

験をすることができました。ありがとうございました。 

６/１７ 道徳（いのち）の授業参観 

１年＜しんぞう のう＞ 

 まず、「けが」「遊び」「給食」などの写真を見なが
ら感想を述べました。後半では、「生きていると思う
とき」について話し合い、生きているとはどういう

ことかを、１年生なりに考えることができました。 

２年＜生まれるということ＞ 

 童謡「ぞうさん」で、「かあさんも ながいのよ」
と言った子ゾウは、どんな気持ちで言ったのかを考
えました。最後に絵本「いのちのまつり」を読んで、

いのちのつながりを実感しました。 

３年＜大切なものは？＞ 

 虫たちが大切なものについて語
り合っている教材を読んで、いのち
の大切さに気づきました。そして、

いのちを大切にするために自分が
できることを伝え合いました。 
 

６年＜おじいちゃんとの約束＞ 

 ゲームの中で簡単に口にしてし
まう「死ね」という言葉。急病で倒
れた祖父と主人公との会話から、ゲ

ームにおける「死」と、本当の「死」
との違いについて考えました。 
 

７月の主な予定 

 ５日（火） ４年わくわく体験活動 

      （視聴覚センター、資源化

センター等へ） 

７日（木） 読み聞かせ 

      クラブ 

１１日（月）～１３日（水） 

   個人懇談会、持ち寄り資源回収 

１４日（木） 委員会 

１９日（火） 給食終了 

２０日（水） １学期終業式 

       ３時間授業 

２１日（木） 夏季休業開始 

         （８月３１日まで） 

※夏休みの出校日は、８月４日（木）で

す。夏休みのプール開放はありませ

ん。 

 ３年ぶりに、いのちに関する道徳の授業参観を行いました。

新型コロナウイルス感染防止の観点から、密を避けるために、

２時間目は、１，３，５年とげんき組、４時間目は２，４，６

年が授業を公開しました。廊下からの参観のため、お子さんの

様子を十分にご覧になれなかったかもしれませんが、たくさ

んのおうちのかたがお越しくださったお陰で、子どもたちは

いつも以上にはりきって授業に参加していました。 


